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神奈川⻭科⼤学のデータサイエンス教育〜
基礎数理からPythonプログラミング・

生成AI活⽤へ〜

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム
2024年度 関東ブロック第4回ワークショップ

医療系データサイエンス教育ワークショップ

2024年11月13日

⾃⼰紹介︓研究テーマ
•AR/VRの医療応⽤

–手術支援・教育支援
–疼痛軽減・リハビリ
–空間再現・触覚技術の活⽤

•AI画像処理の医療応⽤
–機械学習による⾃動判別

•診断支援・個⼈識別



協⼒︓横浜市⽴⼤学附属病院・神奈川⻭科⼤学附属病院

https://www.kdu.ac.jp/dental/curriculum/feature/



https://www.kdu.ac.jp/dental/news/news_news/post_26.html

複数空間再現ディスプレイ用DICOM⽴体視ビューワー DSR View 開発︓板宮朋基



https://www.kdu.ac.jp/dental/curriculum/feature/

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
構成科目︓⻭学部１年生（120名）対象

全て1コマ90分、対面実施、録画・オンデマンド配信あり
• 数理・データサイエンス・AI︓１２コマ

–基礎数理、データサイエンス教育

• 情報リテラシー︓６コマ
–データサイエンス教育・演習

• ⻭学のための数学・物理︓１２コマ
–基礎数理、データサイエンス教育



本学⻭学部１年生の特徴
• 一般入試の数学は選択制

– 数学の試験を経ずに入学する学生もあり
– 入試問題範囲は数Ⅰ、数Ⅱのみ。

• ⾼校物理を未履修・苦手な学生もあり
• 理数系科目のレベルの差がはげしい

– 医学部受験レベル〜中学校＋αレベル

• PCに慣れていない学生が年々増えている
– タブレットやスマートフォンは使える

本学の数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラムの特徴

• 情報系出身の専任教員2名（教授と講師）が担当し、生成
AIなどの最新情報を反映
–教授は前任校が工学部情報メディア学科

–講師はIT企業でSE・プログラマーとしての実務経験が豊富

• 教員が⾏っている研究内容（医⻭学＋AI・VRなど）を
都度紹介し、学生の興味を惹く

• 理論と実践（PCによる演習）を組み合わせて身に着ける



https://www.kdu.ac.jp/dental/outline/edu-disclosure/staff-002.html

https://www.kdu.ac.jp/dental/outline/edu-disclosure/staff-002.html



数理・データサイエンス・AI
第1回

⻭学部総合⻭学教育学講座
教育学分野
板宮朋基

itamiya@kdu.ac.jp

2024年10月31日 2限

10/31 データサイエンスとAI、デジタルとアナログ
11/7 数と量 データの分布と代表値・相関係数
11/14 確率 順列・組合せ・確率
11/21 確率 確率分布・標準正規分布
11/28 統計 一般正規分布・標本平均の分布
12/5 統計・データ分析 中⼼極限定理 確率分布・検定

板宮担当回のスケジュール（毎週木曜日の２・３限）



デジタルと歯科
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デジタルと歯科
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デジタルと歯科

17DICOM立体視ビューワー DSRView 開発：板宮朋基

デジタル歯科（口腔内スキャナー）

18http://www1.kdu.ac.jp/hospital/department/dental/dental_care/dental_care_003.html



デジタル歯科（シミュレーション）

https://www.facebook.com/profile.php?id=100008406674898

デジタル歯科（シミュレーション）

https://relu.eu/



デジタルの臨床応用（診断支援）
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画像処理と深層学習の
組み合わせで診断支援

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2008/25/news029.html

デジタルの臨床応用（診断支援）
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・画像処理と深層学習の
組み合わせで診断支援
・埋伏歯、完全な歯冠、
残存根、歯の欠損、虫歯を
診断
・ 3～10年の経験を持つ
歯科医と同等かそれ以上

https://bmcoralhealth.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12903-023-03027-6
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★相関関係と因果関係

相関関係 因果関係

算数の点数と体重に相関があ
っても体重が原因とは限らな
い．

体重

算
数
の
点
数

相関関係 ≠ 因果関係



◆正規分布1
どんな正規分布も形は同じ
異なるのは平均と標準偏差。

◆正規分布2

平均が0、標準偏差が1の正規分布を標準正規分布という

正規分布の確率は標準正規分布に置き換えて求める。
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◆正規分布の中での位置

【例1】M君の試験の成績は、数学75点、英語65点だった。どち
らのできがよいだろうか。ただし、得点分布は図のようになって
おり、数学の平均は60点，標準偏差は12点、英語の平均は50点、
標準偏差は7点であった。

数学
英語

28

【例1】
(1) M君の得点とそれぞれ平均との差はいくらか。

数学 英語

平均
75

平均
65

数学︓75点-60点=15点 英語︓65点-50点=15点

（2）それぞれの得点が分布のどこに当たるか、図に書き入れよ．
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【例1】 (3)平均との差はそれぞれ標準偏差いくつ分か。

数学 英語平均
75

平均

65

数学︓ 英語︓15
12

= 1.25
15
7

= 2.14点
点

点
点
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【例題7-5】（3）

ある店のソフトクリームの質量Xは平均 150 g、標準偏差
6.8gの正規分布に従うものとする。Xが次の範囲に入る確
率は何％か。 135g ≤ X ≤ 165g



［解答］
Z = 135g −150g

6.8g
= −2.2059 = −2.21

P(135g ≤ X ≤ 165g）

135gに対応する

=P(-2.21 ≤ Z ≤ 2.21)

=0.9864-0.0136=0.9728

答.97.3％

Z = 165g −150g
6.8g

= 2.2059 = 2.21165gに対応する

中野 亜希人
神奈川⻭科⼤学 ⻭学部 総合⻭学教育学講座 教養教育学分野 講師

情報リテラシー
① インターネットと情報セキュリティ



授業スケジュール

2023年10月26日（木） インターネットと情報セキュリティ

2023年11月02日（木） 情報利用と情報倫理

2023年11月09日（木） プログラミング入門①

2023年11月16日（木） プログラミング入門②

2023年11月23日（木） Excelを用いた統計解析①

2023年11月30日（木） Excelを用いた統計解析②

① ノートパソコン（WindowsもしくはMac）を持参してください。
× スマートフォン
× タブレット

② Microsoft Excelを購入し、インストールしておいてください。
Excel単体で購入するか、WordやPowerPointを含めたパッケージで購入するかは任意。

https://www.microsoft.com/ja-jp/education/products/office

● 購入する場合
Microsoft アカウントの登録には、個人のメールアドレスを使用してください。
⼤学のメールアドレス（****@kdu.ac.jp）は使わないでください。

● 購入が難しい場合
Web版のExcelを使用します（無料版）。
以下のURLにアクセスし、⼤学メールアドレスを使ってアカウントを登録してください。

2024年度より 「生成AIと⼈間⼒」に変更

評点

2023年10月26日（木） インターネットと情報セキュリティ

2023年11月02日（木） 情報利用と情報倫理

2023年11月09日（木） プログラミング入門①

2023年11月16日（木） プログラミング入門②

2023年11月23日（木） Excelを用いた統計解析①

2023年11月30日（木） Excelを用いた統計解析②

① レポート課題（500字程度）
手書きのレポートは認めない。Microsoft Word等で作成し、
PDFファイルにて提出すること。

② プログラム課題
Pythonによるプログラムとその解説文をGoogle Collaboratory形式
にて提出すること。

③ レポート課題（500字程度）
Excelによる統計解析の結果をMicrosoft Word等に貼り付けて、
解説文とともに提出すること。

計3回のレポートの総合得点より評価する。試験は無い。

※ 作成したレポートに、必ずGoogle アカウントのメールア
ドレスを書くこと。例: inaoka.yokosuka@gmail.com

2024年度より 「生成AIと⼈間⼒」に変更



情報リテラシー︓レポート課題１

「その他」を選択します。

画面の何も無いところを右クリックします。①

「Google Colaboratory」を
選択します。③②

はじめてのGoogle Colaboratory



print('Hello World!')

Hello World

ボタンを選択します。
プログラムを実際にコンピュータ上で動作させることを
実行すると呼びます。

②

ボ タ ン の 右 横 を 選 択 し て 、
print(‘Hello World’) と入力します。①

※ 半角英数字で入力！

エラー

※2) 人間からコンピュータに意思疎通を図るにはプログラミング言語の文法を厳密に守らなくてはいけません。人間と人間同士の会話では、多少の文法を間違え
ても意思疎通が可能ですが、コンピュータとの会話はその辺の融通が利かないのです。

※1) プログラムの欠陥として認知された論理エラーは「バグ（bug）」と呼ばれることがあります。ちなみにバグを修正することを「デバ（ッ）グ」と呼びます。

エラー（Error）とはプログラムが正常に動作しない状態
のことです。エラーは文法エラーと論理エラーの２種類に
⼤別されます。

文法エラー（Syntax Error）は、プログラミング言語の文
法上のミスが原因で発生します。文法エラーが発生すると、
プログラムは実行されません。 文法エラーの例

誤） print(‘Hello World!)

正） print(‘Hello World!’)

文法エラーが発生すると、プログラムに赤色の波線が引かれ、エラーメッセージ（オレンジ色
の枠線内）が表示される。エラーメッセージを読むと、「どこでエラーが発生しているか」や
「エラーを解消するためのヒント」が分かる。

この例では、クォーテーションの閉じ忘れが原因で文法エラーが発生している。論理エラー（Logic Error） とは、意図した動作が実現
しない場合のエラーを指します。例えば、ランダムな偶
数を１つ表示するプログラムを実行したところ、「13」
と表示された場合などが論理エラーに当たります。

※1) ※2) 



文字と数字

print('Akito Nakano')
print(3)

プログラミングでは文字と数字を区別します。文字はクォ
ーテーションで囲った値です。数字はクォーテーションで
囲いません。 '3' 3

文字の3 数字の3

print('3'+'6')
print(3+6)

36
9

左側の‘3’は、クォーテーションで囲っているため、文字の3です。右側の3は、数字の3です。
日常生活で数値の3を文字と数字で区別することは多くありませんが、プログラミングでは文字
と数字を明確に区別して扱います。以下に、参考までに足し算の例を示します。

参考

※) ちなみに、print(3+'6')は、文法エラーになります。気になる人はやってみてください。

書いてみよう！

変数numberに「好きな数字」を保存し、表示してください。

# 氏名
name = 'Akito Nakano'
print(name)

# 好きな数字
print(3)

チャレンジ

# 好きな数字
number = 3
print(number)

書いてみよう！



変数は上書き保存

変数には、何度も繰り返しデータを保存できます。
その際、データは上書き保存になります。

# 氏名
name = 'Akito Nakano'
print(name)

name = '中野亜希人'
print(name)

# 好きな数字
print(3)

name = 'Akito Nakano'

保存

変数nameに文字'中野亜希人‘を上書き保存する

ポイント
数学とプログラミングとでは、=（等号）の役割が違います。
数学では「左辺と右辺とが等しい」ことを表すのに等号を使います。プログラミングでは、
「右辺を左辺に保存する」ことを表すのに使います。

name = '中野亜希人'

保存
（上書き）

書いてみよう！

情報リテラシー︓レポート課題２
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散布図を作ろう

0

1

2

3

4

5

6

7

0 2 4 6 8 10 12

データの範囲を選択しよう

左ボタンを押す
地域名の列を

選択しないように注意！

左ボタン
を離す

左ボタンを押したまま
右下に向けてカーソルを移動

まず、可視化するデータの範囲を指定しましょう。データの
左上端から、右下端までドラッグします。緑色の枠で囲まれ
た範囲がグラフ化の対象です。

つぎに、メニューから「挿入」を選択してください。
このとき、さきほど指定した範囲が解除されていない
ことを確認してください。
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散布図を挿入しよう

インストール版 Excelの場合

「おすすめグラフ」の右上にある散布図のアイコンを選択
し、散布図一覧を開きます。一覧の中から最も左にある散
布図を選択してください。

Web版 Excelの場合

「図形」の右側にグラフ一覧が並んでいます。その中から、
散布図のアイコンを選択してください。
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散布図のタイトルを修正しよう

46

グラフのタイトルを「妊産婦受診率と新生児死亡
率」に修正してください。

0

1

2

3

4

5

6

7

0 2 4 6 8 10 12

妊産婦受診率と新生児死亡率

グラフのタイトルを修正しましょう。「グラフタ
イトル」と書かれた部分を選択すると、入力モー
ドになります。

0

1

2

3

4

5

6

7

0 2 4 6 8 10 12

グラフ タイトル



平均値を求めよう

47

𝑟 = 𝑥ଵ − �̅� × 𝑦ଵ − 𝑦ത + ⋯+ 𝑥ே − �̅� × (𝑦ே − 𝑦ത)𝑥ଵ − �̅� ଶ + ⋯+ 𝑥ே − �̅� ଶ × 𝑦ଵ − 𝑦ത ଶ + ⋯+ 𝑦ே − 𝑦ത ଶ

まずは、平均値�̅�と𝑦തを求めていきます。平均値を計算する
関数はAVERAGE(データの範囲)です。

=AVERAGE(B2:B13) =AVERAGE(C2:C13)

平均値との差を求めよう

48

つぎに、平均値との差を計算します。

𝑟 = 𝑥ଵ − �̅� × 𝑦ଵ − 𝑦ത + ⋯+ 𝑥ே − �̅� × (𝑦ே − 𝑦ത)𝑥ଵ − �̅�   ଶ + ⋯+ 𝑥ே − �̅�   ଶ × 𝑦ଵ − 𝑦ത   ଶ + ⋯+ 𝑦ே − 𝑦ത   ଶ

=B2-4.405 =C2-4.515



平均値との差を求めよう

49

𝑟 = 𝑥ଵ − �̅� × 𝑦ଵ − 𝑦ത + ⋯+ 𝑥ே − �̅� × (𝑦ே − 𝑦ത)𝑥ଵ − �̅�   ଶ + ⋯+ 𝑥ே − �̅�   ଶ × 𝑦ଵ − 𝑦ത   ଶ + ⋯+ 𝑦ே − 𝑦ത   ଶ

-2.865 -0.255左ボタン
を押す

左ボタン
を離す

左ボタンを押したまま
下へ移動

左ボタン
を押す

左ボタン
を離す

D2をコピーします。

範囲を指定したら、ペーストしてください。

E2をコピーします。

左ボタンを押したまま
下へ移動

範囲を指定したら、ペーストしてください。

平方和を求めよう
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𝑟 = 𝑥ଵ − �̅� × 𝑦ଵ − 𝑦ത + ⋯+ 𝑥ே − �̅� × (𝑦ே − 𝑦ത)𝑥ଵ − �̅� ଶ + ⋯+ 𝑥ே − �̅�   ଶ × 𝑦ଵ − 𝑦ത ଶ + ⋯+ 𝑦ே − 𝑦ത   ଶ
=D2*D2 =E2*E2

平均値との差の二乗を計算します。



相関係数を求めよう
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𝑟 = 𝑥ଵ − �̅� × 𝑦ଵ − 𝑦ത + ⋯+ 𝑥ே − �̅� × (𝑦ே − 𝑦ത)𝑥ଵ − �̅� ଶ + ⋯+ 𝑥ே − �̅� ଶ × 𝑦ଵ − 𝑦ത ଶ + ⋯+ 𝑦ே − 𝑦ത ଶ

※ 𝑎 × 𝑏 = 𝑎 × 𝑏
=B16/SQRT(F15*G15)

相関係数𝑟 ൏ 0だから、すこし負の相関がある
（相関係数の範囲は−1  𝑟  1）。

受診率

死
亡

率
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相関係数を求める関数:CORREL

=CORREL(B2:B13, C2:C13)

CORREL関数を用いると、簡単に相関係数を求めることができます。
CORREL関数は、 CORREL(散布図のx軸に並ぶ, 散布図のY軸に並ぶデー
タの範囲)と書きます。

CORREL(散布図のx軸に並ぶ, Y軸に並ぶデータの範囲)

カンマ
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【例題4-3】

ある鶏舎で先月生まれた卵の質量の平均𝑊は59.8[𝑔]であった．
今月生まれた卵から6個を無作為に選び，その質量を測定したところ，平均は62.1[𝑔]となった．
今月の卵の質重𝑊௧は先月に比べて，差がないかどうか検定せよ．
ただし，有意水準を５％とし，先月生まれた卵の質量は標準偏差3.0 [𝑔]の正規分布にしたがうものとする。

Z検定をしてみよう Part.1
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P Z > 62.1− 59.8
3 6











=0.0301×2

p値：

3
6

=0.0602

Z検定をしてみよう Part.1

= 𝑃 𝑍 < −1.88 × 2
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=(B3-B1)/(B2/SQRT(B4))

平均𝜇0，標準偏差𝜎の⺟集団からとった標本サイズnの
標本の平均値の分布は，平均𝜇0，標準偏差𝜎/ 𝑛の正規
分布となる。

は、平均0,標準偏差１の正規分布に従う。

したがって 𝑧 = �̅� − 𝜇0𝜎/ 𝑛

Z検定をしてみよう Part.1

56

今回は、棄却域を求めるので-1.88を用いましょう。
Ｚの値から、累積確率を求めるには、
NORM.S.DIST(Zの値, TRUE)
と書きます。両側確率は、それを２倍にして求めましょう。

Excelを用いれば、標準正規分布表を見なくてもＺの値から
累積確率を求めることができます。

=NORM.S.DIST(-1.88, TRUE)

=B7*2

Z検定をしてみよう Part.1
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Z検定片側確率を求める関数: Z.TEST Z検定の片側確率を求めるには、Z.TEST関数を用います。
Z.TEST(データの範囲, ⺟集団の平均, ⺟集団の標準偏差)
例えば、⺟集団の平均が59.91、標準偏差が0.32の場合を考えます。

参考）
iPentec 「Z検定をする（Excelの使い方）」: https://www.ipentec.com/document/office-excel-using-z-test
Z.TEST関数／ZTEST関数で正規⺟集団の平均を検定する: https://dekiru.net/article/4602/

=Z.TEST(A3:A10, D4, D5)

=2*MIM(D7, 1-D7)

情報リテラシー︓レポート課題３



学生提出課題の例



https://amzn.asia/d/5UxocWF



生成AI利⽤の今期の到達目標

• 質問⼒の重要性について理解する
–プロンプトエンジニアリング

• 「何ができるのか、何ができないのか、何が分からないの
か」を言語化できるようになろう

• 興味を持つ学生の掘り起こし→⾃⼰探究学（研究室配属）
のテーマに

まとめと課題
• 学生が興味を惹く内容と進⾏は功を奏している

• 理数系が苦手な学生の底上げは成功している

• 理数系が得意な学生には基礎数理パートは退屈かもしれない
– 上位者向け特別課題の検討

• PCを⽤いた演習（Pythonプログラミング、エクセル）は、学生同
士で教えあう体制にしたい
– TA/SAを配置できない

• 生成AIは日進月歩なため、利⽤ツールや課題内容の選定が難しい


